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税の申告について

問合先　税務課市民税担当

確定申告書は郵送でも提出できます
　申告会場は、毎年、大変混雑します。本年は、セルフメディケーション税制の開始に伴い、例年以上の混雑
が見込まれます。郵送または電子申告（e-Tax）をご利用ください。
　確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告特集」ページで作成することができます。画面の案内に従
って金額などを入力することで、税額などが自動計算され、申告書などを作成・印刷し、郵送で提出できます（郵
送料は自己負担）。
問合（郵送）先　市・県民税の申告に関すること／〒350-2292（住所不要）鶴ヶ島市税務課市民税担当
　　　　　　　確定申告に関すること／〒350-8666（川越市並木452-2）川越税務署

申告会場と日時
場　所 受付期間 受付時間 その他

鶴ヶ島市役所
（1階ロビー受付会場）

2月16日（金）～3月15日（木）
※日曜日の受付は行ってい
ません。

【平　日】
　9時～11時
　13時30分～16時
【土曜日】
　9時～11時

市・県民税申告、所得税及び復興特別所得税の確定
申告。
※消費税、相続税、贈与税の申告、青色申告、分離
所得の申告、国外に扶養者のいる方の申告、住宅特
定改修等に伴う住宅借入金特別控除、初年度の住宅
借入金等特別控除、過年度（平成29年分以外）の確
定申告等は受けられません。詳細はお問い合わせく
ださい。

場　所 受付日 受付時間 その他

東市民センター 2月7日（水）、8日（木）

9時30分～11時30分
13時30分～16時 

対象となる申告は、鶴ヶ島市役所と同様です。
※本年から、受付にパソコンを導入します。これに
伴い、申告会場を３会場に集約させていただきます。
※駐車場が狭いため、つるバス・つるワゴンなどを
ご利用ください。 

大橋市民センター 2月9日（金）、13日（火）

西市民センター 2月14日（水） 

場　所 受付期間 受付時間 その他

川越税務署

2月16日（金）～3月15日（木）
※平日のみ受付。ただし、
2月18日（日）、25日（日）は
受付

9時～17時（受付8時
30分～）※混雑時は早
めに締め切ることが
あります。

確定申告全般の受付。なお、還付申告については
随時受付。（問合せは、☎235-9411にダイヤル後、
自動音声案内に従い「0」を選択してください）
※駐車場が狭いため、お車での来場はご遠慮くださ
い。

事前の準備をお願いします

　お待ちいただく時間の短縮を図るため、
申告会場では、必要な書類が整っている方
から受け付けます。医療費控除やセルフメ
ディケーション税制に係る「明細書」が未
作成の場合や、事業所得・不動産所得の「収
支内訳書」が未作成の場合は、税額の計算
ができないため、受け付けできませんので
ご注意ください。

2月16日（金）～3月15日（木）
確定申告の詳細は、国税庁ホームページをご覧ください

つるバス・つるワゴンで出かけよう！
 問合先　都市計画課交通政策担当
　2月から、市役所などを会場として確定申告の受付が始ま
ります。
　市役所には、若葉駅から
つるバスが、鶴ヶ島駅およ
び坂戸駅からはつるワゴン
が運行しています。ぜひ会
場までお気軽にご利用くだ
さい。
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申告に必要なもの
□印鑑（スタンプ印は不可）
□所得の計算に必要な書類
給与・年金所得者…源泉徴収票（原本）、給与明細書
または事業主の支払い証明書など
※源泉徴収票に記載されている住所・氏名と現在の
住所・氏名が異なる場合は住民票の写し
その他の所得者…報酬の支払調書、帳簿書類など（収
入金額と必要経費の分かる書類など）
□本人名義の預貯金口座番号の分かるもの（預貯金通
帳･キャッシュカードなど）
□各種の所得控除を受ける場合は、それらの支払証
明書や領収書など（生命保険料・地震保険料の控除証
明書、社会保険料（※）・医療費の領収書）
※国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保
険料については、市役所から郵送した「社会保険料
控除明細書（確定申告用）」で対応できます。
□本人確認書類の写し（個人番号カード（表面）、運転
免許証、保険証など）
□番号確認書類の写し（個人番号カード（裏面）、通知
カードなど）
※その他の書類は、申告する内容によって異なります。

市・県民税の申告が必要な方
　平成30年1月1日現在、市内在住で、平成29年1月
1日から12月31日までの1年間で次のいずれかに該当
する方。
（1）営業､ 農業､ 不動産などの所得があった方
（2）給与所得者で次に該当する方
•勤務先から市に給与支払報告書の提出がなかった方
•給与所得、公的年金に係る雑所得以外に所得があ
る方
•平成29年中に退職した方
（3）所得控除の申告が必要な方
（4）国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入してい
る所得のない方または非課税所得（遺族年金など）の
みの方
（5）一人世帯で、所得のない方または非課税所得のみ
の方
（6）公的年金などの収入が400万円以下で所得税の申
告が不要な方のうち、市・県民税申告が必要な方の（1）
～（5）に該当する方
※申告がない場合には、金融機関からの借り入れや
就学援助制度などに使用する証明書の発行はできま
せん。

医療費控除とセルフメディケーション税制
■セルフメディケーション税制は、医療費控除との選択適用であり、申告期限後の変更はできません。国税庁
ホームページには、シミュレーション（試算）が可能なコーナーがあります。
■本年から、領収書の提出は不要となりました。領収書の代わりに「明細書」の提出が必要となります。領収書
は、申告期限から5年間保存し、税務署長や市長から求められた場合は、提示または提出してください。

①医療費控除
対象　本人や生計を一にする親族のために、昨年（平
成29年1月1日～12月31日）支払った医療費から、生
命保険給付金および健康保険組合などからの補てん
金を引いた額が、10万円（所得金額が200万円未満の
場合は所得金額の5％）を超える方。
必要なもの　平成29年中に支払った医療費の明細書
（注1）など
②セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）
対象　本人や生計を一にする親族のために、昨年（平
成29年1月1日～12月31日）支払った特定一般用医薬
品等購入費（注2）から、補てん金を引いた額が、1万
2千円を超える方。健康の保持増進および疾病の予防
への取組として、申告される本人が、予防接種や定
期健康診断などの一定の取組（注3）を行っている必要
があります。なお、取組に要した費用は、対象には

なりません。
必要なもの　平成29年中に支払った特定一般用医薬
品等購入費の明細書、一定の取組を行ったことを明
らかにする書類（注3）など
（注1）医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付
すると、明細書の記入を省略できます。
（注2）医師によって処方さ
れる医療用医薬品から、ド
ラッグストアで購入できる
一般用医薬品に転用された
医薬品（スイッチOTC医薬品）の購入費。対象商品の
多くに共通認識マークが入っています。また、領収
書の商品名には制度の対象である「★」などの印が
表示されています。
（注3）一定の取組や書類の具体例は、国税庁ホームペ
ージをご覧ください。

　特定上場株式等の配当所得や上場株式等の譲渡（源泉徴収がある特定口座）に係る所得については、所得税と
異なる課税方式を選択することができます。住民税申告書の備考欄にその旨を記入してください。（例：配当所
得について、個人住民税は申告不要制度を選択） 

上場株式等の配当所得などに係る住民税の課税方式の選択について上場株式等の配当所得などに係る住民税の課税方式の選択について
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市
で
は
、
次
の
よ
う
な
手
当
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

①
、
②
、
③
の
手
当
の
申
請
に

つ
い
て
は
、
専
用
の
診
断
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

①
特
別
障
害
者
手
当

対
象　

20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た

は
精
神
の
重
度
の
障
害
に
よ
り
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
が

必
要
な
状
態
に
あ
る
方
。
た
だ
し
、

施
設
に
入
所
中
の
方
、
３
か
月
以

上
継
続
し
て
病
院
ま
た
は
診
療
所

に
入
院
し
て
い
る
方
は
、
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

手
当
額　

月
額
２
万
６
８
１
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

②
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　

20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者

手
帳
１・２
級
の
一
部
、
療
育
手
帳

Ⓐ
を
持
っ
て
い
る
方
。
た
だ
し
、

施
設
に
入
所
中
の
方
は
、
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

手
当
額　

月
額
１
万
４
５
８
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

20
歳
未
満
で
障
害
の
程
度

が
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１

〜
３
級
、
４
級
の
一
部
、
療
育
手

帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１・２
級
の
一
部
の
障

害
児
の
養
育
者
。
た
だ
し
、
障
害

児
が
施
設
入
所
中
の
方
は
、
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額　

重
度（
手
当
１
級
）月
額
５
万
１
４

５
０
円

中
度（
手
当
２
級
）月
額
３
万
４
２

７
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

④
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

対
象
者　
65
歳
未
満（
現
在
受
給
中

の
方
は
65
歳
以
上
も
含
む
）で
身

体
障
害
者
手
帳
が
１・２
級
、
療
育

手
帳
Ⓐ
・
Ａ
お
よ
び
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方（
特
別
障

害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

経
過
措
置
に
よ
る
福
祉
手
当
の
受

給
者
お
よ
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
入
所
者
は
除
き
ま

す
）。

手
当
額　
月
額
５
０
０
０
円

※
市
・
県
民
税
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
方
は
、
そ
の
年
の
８
月
分
か
ら

翌
年
の
７
月
分
ま
で
、
手
当
が
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
。

手
帳
情
報
の
更
新
に
つ
い
て

　

障
害
者
手
帳
に
書
か
れ
て
い
る

情
報（
住
所
、
氏
名
な
ど
）が
変
わ

っ
た
場
合
に
は
、
障
害
者
福
祉
課

で
必
ず
変
更
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
手
帳
を
紛
失

さ
れ
た
場
合
に
は
、
再
交
付
申
請

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
助

成
金
の
請
求
に
つ
い
て

　

重
度
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料

助
成
事
業
に
つ
い
て
既
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
平
成
29
年
度
の

助
成
金
の
請
求
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
３
月
30
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

障害者手帳をお持ちの方へ

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　

確
定
申
告
お
よ
び
市
・
県
民
税

申
告
の
控
除
で
、
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
、
お
む
つ
代
の
医
療

費
控
除
確
認
書
が
必
要
な
方
は
、

高
齢
者
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
場
合
、
一
部

の
サ
ー
ビ
ス（
条
件
付
の
も
の
有
）

で
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
川
越
税
務
署
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　

介
護
保
険
の
要
介
護
１
か
ら
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上

の
方
で
、
要
件
に
該
当
す
る
場
合

に
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
確
認
書

　

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
お
む
つ
代
の
領
収

書
と
医
師
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
２
年
目
以
降
の
場
合
に

は
、
医
師
の
証
明
書
の
代
わ
り
に
、

要
介
護
な
ど
の
認
定
を
受
け
、
要

件
に
該
当
す
る
方
に
は
、
確
認
書

を
発
行
し
ま
す
。

要介護などの認定を受けている方が確定
申告などで使用する諸証明の発行

問合先　高齢者福祉課介護保険担当

障害者手当などのお知らせ

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

詳細は市HPから
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平成30年度　一時預かり保育の受付を開始します

鶴ヶ島保育所 申込・問合先　鶴ヶ島保育所（☎286・0551）受付時間13時～16時

民間保育施設
　民間保育施設でも一時預かりサービスを行っています。利用条件や手続きなどは施設ごとに違いますので、
詳しくは直接、施設までお問い合わせください。

実施施設 対　象 実施日時 保育料
笹久保さくら保育園
（☎272・3211） 1歳～就学前（利用年

度の4月1日時点で1
歳児以上）

月～金曜日
8時30分～16時30分

1日利用
1・2歳児2000円、3～5歳児1800円（食事代・
おやつ代含む）
時間利用
1時間500円（別途食事代200円、おやつ代100円）

第二はちの巣保育園
（☎286・1110）

かこのこ保育園
（☎279・0505）

1歳～就学前
（1歳の誕生日の翌日
から。ただし離乳食
が完了していること）

月～金曜日
8時30分～17時

1日利用
0歳児2500円、1・2歳児2000円、
3～5歳児1800円（食事代・おやつ代含む）
時間利用
1時間500円（別途食事代200円、おやつ代100円）

わかば
保育ステーション
（☎271・6001）

6か月～就学前

月～土曜日
8時30分～16時30分

1日利用
0歳児2500円、1・2歳児2000円、
3～5歳児1800円（食事代・おやつ代含む）
時間利用
1時間500円（別途食事代200円、おやつ代100円）
※時間外は別途料金

時間外
月～金曜日
8時～8時30分
16時30分～17時30分

ちびっこランド
わかば園
（☎287・6622）

6か月～就学前 月～土曜日
7時30分～19時

時間利用
0歳児1時間950円、1歳児1時間900円、
2～3歳児1時間840円、4～6歳児1時間630円
（食事代別）

ベビーかろーれ
（☎227・9172） 6か月～2歳

月～土曜日
8時30分～17時30分 時間利用

0歳児1時間700円・5時間3000円、
1～2歳児1時間650円・5時間2700円日曜・祝日、時間外

保育は応相談

　普段、保育所を利用していないお子さんを、保護
者の定期的な就労や急病・急用などにより、家庭で
保育できない時に、一時的に保育施設でお預かりし
ます。
　ご利用の際には、事前の登録と申込みが必要です
ので、平成30年度に利用する予定のある方は、必要書
類を提出していただきます。事前にご相談ください。
利用できる保護者
①非定型的保育
　保護者の就労、職業訓練、就学などにより継続的

に家庭で保育できない方（週3日以内（月15日以内）で
継続的に預けたい方）
②緊急保育
　保護者の疾病（通院）、災害、事故、出産、看護、
冠婚葬祭などで緊急・一時的に家庭で保育できない
方で利用日が決まっている方
受付　利用日の前月1日から開始（4月分は、3月1日
（木）開始）
※ただし、非定型的保育の4月分は、2月14日（水）開始
利用定員　非定型と緊急を合わせ1日10人

対　象 実施日時 保育料

1歳～就学前
（1歳の誕生日の翌日から。ただし離
乳食が完了していること）

月～金曜日　8時30分～17時

1日利用
1・2歳児2000円、3～5歳児1800円（食事代
含む）
時間利用
1時間500円（別途食事代200円）
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交通事故のないまちを目指して

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

埼
玉
県
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位

　

平
成
29
年
12
月
31
日
現
在
、
埼
玉
県

内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
１
７
７
人
で
、

前
年
同
期
比
で
26
人
も
増
加
し
、
全
国

ワ
ー
ス
ト
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
悲

惨
な
死
亡
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ぼ
ん
や
り
に
注
意
！

漫
然
運
転
に
よ
る
自
動
車
事
故
多
発

　

平
成
29
年
、
自
動
車
が
原
因
と
な
っ

た
死
亡
事
故
で
多
い
の
は
漫
然
運
転
で

す
。
漫
然
運
転
と
は
、
ぼ
う
っ
と
し
て

し
ま
い
、「
見
て
い
る
け
ど
、
見
て
い
な

い
」
運
転
の
こ
と
で
す
。
運
転
に
慣
れ

る
と
、
安
全
確
認
を
怠
り
が
ち
に
な
り

ま
す
。
事
故
を
起
こ
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
は
、「
ぶ
つ
か
る
ま
で
歩
行
者
に
気

付
か
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。
い
つ
も
人
が
通
ら
な
い

道
で
も
、
今
日
は
通
る
か
も
し
れ
な
い

と
、
常
に
危
険
を
予
測
し
な
が
ら
運
転

し
ま
し
ょ
う
。

ハ
イ
ビ
ー
ム
で
事
故
防
止

　

夜
間
、
対
向
車
や
前
走
車
が
な
い
場

合
は
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
で
の
走
行
が
有
効

で
す
。
制
限
速
度
を
守
っ
て
安
全
に
走

行
し
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
と
ロ
ー
ビ
ー
ム
を

使
い
分
け
る
こ
と
で
、
危
険
に
素
早
く

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご
存
じ
で
す
か
？

自
転
車
保
険
の
加
入
義
務
化

　

近
年
、
自
転
車
の
運
転
者
側
が
加
害

者
と
な
る
事
故
が
全
国
的
に
増
加
し
、

高
額
な
賠
償
責
任
の
生
じ
る
事
例
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
は
免
許
制
度

が
な
く
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

誰
で
も
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
は
つ
ま
り
、
子
ど
も
で
も
加
害
者
に

な
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

埼
玉
県
で
は
、「
埼
玉
県
自
転
車
の

安
全
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

が
改
正
さ
れ
、
被
害
者
の
救
済
や
、
加

害
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
自
転
車

保
険
へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

自
転
車
保
険
に
は
様
々
な
種
類
が
あ

り
、
新
た
に
保
険
契
約
し
な
く
て
も
、

す
で
に
加
入
し
て
い
る
自
動
車
保
険
や

火
災
保
険
が
あ
れ
ば
、
そ
の
特
約
と
し

て
契
約
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

自
転
車
整
備
店
で
加
入
で
き
る
Ｔ
Ｓ

マ
ー
ク
付
帯
保
険
は
、
自
転
車
本
体
に

か
け
る
保
険
の
た
め
誰
が
乗
っ
て
も
適

用
で
き
ま
す
が
、
保
険
期
間
は
１
年
で

す
。
期
限
切
れ
に
気
付
か
ず
乗
り
続
け

る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
の
特
徴

を
よ
く
確
認
し
、
自
分
や
家
族
の
自
転

車
の
利
用
状
況
に
合
う
も
の
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
被
害
者
の
多
く
は
歩
行
者

　

歩
道
を
歩
く
と
き
も
注
意
が
必
要
で

す
。
交
通
事
故
被
害
者
の
中
で
死
亡
者

数
が
多
い
の
は
歩
行
者
で
す
。
特
に
、

高
齢
者（
65
歳
以
上
）は
全
体
の
半
数
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

自
分
か
ら
自
動
車
が
見
え
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
同
様
に

自
分
を
認
識
で
き
て
い
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
青
信
号
で
渡
っ
て
い
て
も
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
不
注
意
で
事
故
に
遭
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を

取
る
な
ど
、
相
手
が
自
分
の
存
在
を
認

識
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
渡
り
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
夜
間
に
外
を
歩
く
と
き
は
、

明
る
い
色
の
服
を
着
用
す
る
と
と
も
に

反
射
材
を
使
用
す
る
な

ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

発
見
さ
れ
や
す
い
格
好

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

対象
◆自転車利用者（一般家庭などで使用
する場合）
※学生など未成年者が自転車を利用す
る場合は、保護者などに加入義務が発
生します。
◆自転車を利用する事業者（業務として
自転車を利用する場合）
※業務中の事故については、個人賠償
責任保険の対象外です。
◆自転車貸付業者（レンタル業務として
自転車を貸し付ける場合）
◆自転車販売店および学校
※自転車保険の加入確認および未加入
時の情報提供が努力義務になります。
問合先　埼玉県防犯・交通安全課　
☎048・830・2960

自転車保険の加入が義務に！
平成30年4月１日から

埼玉県内で自転車を利用する全ての方が対象
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平成30年度　就学援助の申請受付中

問合先　学校教育課学務担当

　

小
中
学
校
へ
通
う
子
ど
も
の
い

る
家
庭
で
、
経
済
的
な
理
由
で
就

学
困
難
な
方
を
対
象
に
、
学
用
品

費
、
学
校
給
食
費
、
修
学
旅
行
費

な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
方

①
収
入
が
少
な
く
経
済
的
に
お
困

り
の
方
で
認
定
基
準
の
範
囲
内
の

方②
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
方

③
市
民
税
が
減
免
ま
た
は
非
課
税

と
な
っ
た
方

④
国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
国
民

健
康
保
険
税
が
減
免
ま
た
は
猶
予

さ
れ
た
方

⑤
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方必
要
書
類

①
申
請
書（
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま

す
）

②
世
帯
で
収
入
が
あ
る
方
全
員
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
社
会
保
障
・
税
番

号
）通
知
カ
ー
ド
と
窓
口
に
来
ら
れ

る
方
の
身
分
を
証
明
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
居
住
し
て
い
な
い
方
は
、
平

成
29
年
中
の
収
入
を
証
明
で
き
る

書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

③
印
鑑

④
振
込
先
金
融
機
関
の
口
座
番
号

な
ど
が
わ
か
る
も
の

申
請
期
限　

４
月
か
ら
の
援
助
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
30
日
㈮

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
以
降
も
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
が
、
援
助
の
対
象
は
、
申
請

書
提
出
の
翌
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

申
請
先　
学
校
教
育
課
学
務
担
当

そ
の
他　

こ
の
制
度
は
、
毎
年
度

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
引
き
続

き
希
望
す
る
方
も
必
ず
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

市
が
決
定
す
る
都
市
計
画
の
変

更
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
市

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
原
案
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
原
案
に
対
し
て
、

意
見
書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

期
間　

２
月
５
日
㈪
〜
19
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
所　
都
市
計
画
課

内
容　

南
西
部
第
一
期
地
区
地
区

計
画
の
変
更

意
見
書
の
提
出

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

お
よ
び
利
害
関
係
の
あ
る
方

提
出
方
法　

２
月
５
日
㈪
〜
26
日

㈪
ま
で
に
閲
覧
場
所
に
あ
る
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
都
市
計
画

課
へ（
〒
350
―
２
２
９
２
住
所
不

要
）

都市計画の原案の閲覧ができます

問合先　都市計画課都市計画担当

　

減
額
ま
た
は

免
除（
以
下
「
減

免
」）の
要
件
を

満
た
す
団
体
が

公
共
施
設
を
使

用
す
る
場
合
、
申
請
に
基
づ
き
、

そ
の
使
用
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

減
免
の
対
象
と
な
る
要
件
は
、
市

内
公
共
施
設
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
に
減
免
の

登
録
を
し
て
い
る
団
体
も
申
請
が

必
要
で
す
。

申
請
期
限　

２
月
16
日
㈮
17
時
ま

で※
期
限
後
は
、
毎
月
末
を
申
請
の

締
切
日
と
し
、
翌
月
末
頃
に
通
知

し
ま
す
。

申
請
方
法　

各
施
設
に
あ
る
申
請

書
に
記
入
し
、
定
期
的
に
活
動
し

て
い
る
施
設（
登
録
し
て
い
る
施

設
）に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
の
ほ
か
に

必
要
な
書
類
は
、
減
免
要
件
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
各
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

減
免
登
録
の
有
効
期
間　

平
成
30

年
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31

日※
登
録
の
決
定
が
４
月
１
日
以
降

の
場
合
に
は
、
決
定
日
か
ら
有
効

と
な
り
ま
す
。

施設使用料の減額・免除団体登録申請受付中

問合先　地域活動推進課市民センター担当

詳細は市HPから
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平成29年度鶴ヶ島市表彰式

問合先　秘書政策課秘書担当

　

１
月
６
日
、
平
成
29
年
度
鶴

ヶ
島
市
表
彰
式
に
お
い
て
、
市

政
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
、

表
彰
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

自
治
功
労

五ご
で
ん
ぎ

傳
木 

隆た
か
ゆ
き幸

さ
ん 　
　
　

田た
な
か中 

秀ひ
で
よ世

さ
ん　
　
　

環
境
保
全
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

功
労

ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

西
部
支
店

社
会
福
祉
功
労

新あ
ら
い井 

公こ
う
じ二

さ
ん　
　
　

菊き
く
ち地 

正ま
さ
は
る春

さ
ん　
　
　
　

田た
お
か岡 

謙け
ん

さ
ん　
　
　

髙た
か
し
の篠 

光み
つ
お男

さ
ん　
　
　

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
便

利
で
安
心
、
確
実
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

に
は
、
当
月
分
保
険
料
を
翌
月
末

に
引
き
落
と
す
「
毎
月
納
付
」、
当

月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落

と
す
「
早
割
」、
２
年
分
・
１
年
分
・

半
年
分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
引

き
落
と
す
「
２
年
前
納
」「
１
年
前

納
」「
６
か
月
前
納
」
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
納
付
以
外
の
方
法
は
、
保
険

料
が
割
引
に
な
り
お
得
で
す
。

　

な
お
、
２
年
前
納
、
１
年
前
納
、

６
か
月
前
納（
４
月
〜
９
月
分
）の

手
続
き
は
、
２
月
末
日
が
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

口
座
振
替
を
希
望
す
る

金
融
機
関
ま
た
は
川
越
年
金
事
務

所持
ち
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付

書
、
通
帳
、
金
融
機
関
の
届
出
印

国民年金保険料の納付は便利な口座振替で

問合先　保険年金課国民年金担当

　

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
適
正

化
な
ど
の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
実
施
し
た
「
つ
る
ゴ
ン
健
康
川

柳
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
、
34
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
各
賞
６
作
品
が

決
定
し
ま
し
た
。

市
長
賞

「
健
診
は　

将
来
笑
顔
の　

処
方

箋
」 

ノ
ン
ノ
ン

市
議
会
議
長
賞

「
龍か

み
神
蛇
か
つ
ぐ　

五
輪
に
そ
な
え

て　
走
る
夏
」 

た
い
ち
ゃ
ん

教
育
委
員
会
教
育
長
賞　

「
健
康
の　

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は　

朝

う
ん
ち
」 

ぽ
ん
ぽ
ん

坂
戸
鶴
ヶ
島
医
師
会
長
賞

「
ま
ず
一
歩　

健
康
寿
命　

伸
ば
そ

う
よ
」 

薩
摩
隼
人

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
長
賞

「
健
診
は　

か
ら
だ
の
変
化　

知
る

機
会
」 

林は
や
し
だ田

明あ
き
た
か隆 

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
長
賞

「
運
動
と　

な
ん
で
も
食
べ
る　

元

気
な
子
」 

ゆ
う
ぽ
ん

 

※
敬
称
略

「つるゴン健康川柳コンクール」受賞作品

問合先　保険年金課国民健康保険担当

わ
か
ば
風
の
会

輪
を
つ
な
ぐ
会

交
通
安
全
・
防
犯
・
防
災
功
労

大お
お
さ
わ澤 

美み

ほ

こ
保
子
さ
ん　
　
　
　
　

木き
の
し
た下 

恵め
ぐ
みさ

ん　
　
　
　

齋さ
い
と
う藤 

幸ゆ
き
え枝

さ
ん　
　
　

保
健
衛
生
功
労

羽は

た

の
田
野 

公き
み
こ子

さ
ん　
　

古ふ
る
か
わ川 

泰や
す
こ子

さ
ん

つ
る
の
里
奨
励
賞

大お
お
た
け竹　

隼し
ゅ
ん
ご
う豪

さ
ん　
細ほ

そ
や
ま山　

香か

の乃
さ
ん

荒あ
ら
き木　

夢ゆ
め
か佳

さ
ん　
佐さ

さ

き々木
翔し

ょ
う
や哉

さ
ん

須す
ど
う藤　

貴た
か
う
み海

さ
ん　
栗く

り
は
ら原　

遥は
る
ま真

さ
ん

本ほ
ん
だ田　

優ゆ
う
す
け介

さ
ん　
船ふ

な
ば
し橋　

星せ

ら来
さ
ん

畠は
た
け
や
ま山　

敦あ
つ
し志

さ
ん　
今い

ま
い井　

理り

お央
さ
ん

畠は
た
け
や
ま山　

敢つ
よ
し志

さ
ん　
山や

ま
だ田　

奈な

お央
さ
ん

山や
ま
き
た北　

奈な

お緖
さ
ん　
金か

ね
し
ま島　

碧
あ
お
い

さ
ん

近こ
ん
ど
う藤　

拓た
く
と人

さ
ん　
安や

す
も
と元　

漱し
ゅ
う

さ
ん

安あ
だ
ち立　

茉ま
ひ
ろ央

さ
ん　
久く

の野　
優ゆ

う
せ
い正

さ
ん

大お
お
し
た下　

魁か
い
せ
い正

さ
ん　
吉よ

し
ざ
わ澤

ひ
ま
り
さ
ん

橋は
し
も
と本　

一い
ぶ
き吹

さ
ん　
細ほ

そ
の野　

玲れ

み美
さ
ん

大お
お
む
ろ室　

杏あ

む夢
さ
ん　
菊き

く
ち池　

柚ゆ
ず
き葵

さ
ん

小お

の野　
星あ

か
り凜

さ
ん　
毛も

す須　
夏な

つ
み美

さ
ん

黛ま
ゆ
ず
み

　
直な

お
た
ろ
う

汰
朗
さ
ん　
重し

げ
み
つ光　

大だ
い
き暉

さ
ん

井い
の
う
え上　

碧あ
お
と斗

さ
ん　
山や

ま
し
た下　

芽め

い生
さ
ん

植う
え
の野　

太た
い
よ
う陽

さ
ん　
栗く

り
は
ら原　

悠ゆ

う宇
さ
ん

野の
む
ら村　

治は
る
よ
し善

さ
ん　
岸き

し
だ田　

留る

か佳
さ
ん

大お
お
た
け竹　

崚り
ょ
う
た太

さ
ん　
宮み

や
ざ
わ澤　

千ち
な
つ夏

さ
ん

成な
る
せ瀬　

斗と

あ亜
さ
ん　
山や

ま
ざ
き﨑　

晃あ
き
ひ
ろ裕

さ
ん

鶴
ヶ
島A

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

ngels

女
子　
鶴
ヶ
島A

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

ngels

男
子

T

ト

ワ

ル

W
IRL i ア

イ M

メ
ジ
ャ
レ
ッ
ツ

ajorettes
 

（
※
順
不
同
）
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市政 情報

「広報つるがしま」読者アンケート集計結果

問合先　市政情報課広報広聴担当

　

よ
り
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み

や
す
い
広
報
紙
を
つ
く
る
た
め
、

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
「
広
報

つ
る
が
し
ま
」
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

号
で
は
、
結
果
の
一
部
と
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
紹
介

し
ま
す（
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏

ま
え
、
よ
り
良
い
広
報
紙
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

坂
戸
浄
水
場
受
電
設
備
法
定
点
検

　　

次
の
日
程
で
、
法
定
点
検
を
行

い
ま
す
。
停
電
作
業
中
お
よ
び
作

業
終
了
後
、
水
道
水
が
濁
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
水
の
汲
み
置

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

２
月
９
日
㈮
23
時
〜
10
日

㈯
５
時

水
質
検
査
結
果
ガ
イ
ド

　

水
道
企
業
団
で
は
、
水
道
を
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

検
査
結
果
は
、
水
質
検
査
計
画

と
と
も
に
「
２
０
１
６
年
度
版
水

道
水
水
質
検
査
結
果
ガ
イ
ド
」
と

し
て
、
２
月
中
旬
以
降
に
中
央
図

書
館
、
分
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

水道企業団からのお願い

問合先　坂戸、鶴ヶ島水道企業団浄水課（☎285・8138）

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ま
す

　　

12
月
20
日
、
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消

防
組
合
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ

サ
ー
車
を
所
有
す
る
有
限
会
社
廣

嶋
建
材
店（
鶴
ヶ
島
市
）お
よ
び
有

限
会
社
近
藤
商
店（
坂
戸
市
）と「
災

害
時
に
お
け
る
消
防
用
水
の
確
保

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
大
規
模
な

火
災
が
発
生
し
、
消
火
用
水
の
不

足
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
を
活
用

し
た
消
火
活
動
の
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
今
ま
で
以

上
に
迅
速
か
つ
継
続
的
な
消
防
活

動
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
災
害
に
よ
る
被
害
軽
減

を
図
り
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

災害時における消防用水の確保に関する協定を締結

問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部警防課（☎281・3116）

自
由
意
見

・
写
真
だ
け
で
も
カ
ラ
ー
に
し
て

ほ
し
い

・
子
育
て
情
報
や
地
域
の
情
報
を

も
っ
と
掲
載
し
て
ほ
し
い

・
若
い
人
は
読
む
こ
と
が
少
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
ま
り
に
も

高
齢
者
向
け
過
ぎ
る

・
鶴
ヶ
島
の
魅
力
が
伝
わ
る
よ
う

な
広
報
紙
に
な
る
と
よ
い

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
十
分

・
大
事
な
情
報
が
あ
る
の
で
ぜ
ひ

続
け
て
ほ
し
い
。
特
に
小
さ
い
子

ど
も
を
育
て
て
い
る
と
き
は
大
変

役
に
立
っ
た

・
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
て
色
ん
な
ジ

ャ
ン
ル
を
紹
介
し
て
ほ
し
い

地域で活動する市民や
団体等に関する情報

地域で活動する市民や
団体等に関する情報

行政情報行政情報

子どもたちの活躍子どもたちの活躍

その他その他
0（人） 50 100 150 200 250 300

88 人88人

286人286人

179人179人

39人39人

内容を分かりやすく
してほしい

内容を分かりやすく
してほしい

文字を少なくしてほしい文字を少なくしてほしい

文字を大きくしてほしい文字を大きくしてほしい

写真やイラストを
増やしてほしい

写真やイラストを
増やしてほしい

その他その他

（人）0 50 100 150 200

151 人151人

26人26人

90人90人

148人148人

60人60人

調査方法　10月号にアンケ
ートを掲載し、市役所や各市
民センターなどに回収箱を設
置。また、市民センターなど
で行われた講座の参加者や子
育て中の皆さんにアンケート
を配布。市ホームページやフ
ァクシミリでも受付。
回答数　506件（回収箱など
481件、ファクシミリ1件、
ホームページ24件）

Ｑ どのような情報をもっと掲載して
ほしいですか（２つまで）。

Ｑ 広報つるがしまへのご要望をお聞かせ
ください（複数回答可）。

詳細は市HPから




